
自己分析②（結果をふりかえる） 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教

材 

  Ⅰ   自己分析のための調査アンケートの

回答を分析することによって「自分

のやりたいこと」を把握するととも

に自分についてじっくり考える機会

とする 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 分 

  

 
  

 

 

 

 

 

 

  

  

   

調査した回答をクラスで共有する。 

  

「価値観」では、それぞれの質問について分析する 

  

 どのような回答が多かったか、分類してまとめる 

  

 「会った時に刺激を受ける人はどんな人ですか？」という質問に

対しては、今年度は「努力をする人」「自分の軸をしっかり持って

いる人」「誰に対しても公平な人」「ユーモアのある人」「利他の

心を持っている人」に回答が集中した。 

  

  

   

クラスの仲間がどのような回答をしたのか、生徒は興味深く授業に

向き合う。 

特に自分にはこれまでにない観点を知ることに意義を感じている 

  

生徒の感想から、このような活動を通して自分に対しての新たな捉

え方を得ることに役立っているようである。 

「出口チケット」などを通してここで得られた「新たな気づき」を

記録する 

  

「嫌いな人、苦手な人のどこが許せないか？」の質問には、「他人

任せにすること」をあげる人が多かった。 

  

  

  

  

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 
  

 
  

 
  

  

毎年、これら記録をとって生徒の各年度の実態を把握する資料とす

る 

  

  

  

  

10問の質問を見渡して、そこからキーワードとなるものをあげた

り、何を感じ、何に気づいたかをまとめる 

  

  

同様に「才能」や「情熱」についても、まとめる 

  

  

  

  

  

  

  

これらの 3つの観点のまとめから「自分のやりたいこと」を抽出す

る 

  

  

  

  

  

  

  

  

「自分のやりたいこと」から「在りたい自分」と「望ましい社会」

の２つの観点に分けて考えていく 

  

  

  

  

  

  

  

   

クラスの仲間がまとめた回答を共有する 

  

そこから自分のまとめを再度見直してみる。 

  

  

自分のやりたいことを、これまでにあげた３つの観点を踏まえて考

える 

  



 
  

現時点での「自分のやりたいこと」を出来る限り詳細に述べて、そ

の解像度をあげる 

  

  

  

      

  

 


